
基本課題１　男女共同参画を推進する教育・学習の充実（課題１～３）

課題１　学校等における男女平等の精神をはぐくむ教育の充実

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

1

保育所、幼稚園
等の指導計画
及び事例の点
検と改善

行事、遊びの指
導における事例
確認のための職
員ミーティング

子育て支援
課

職員ミーティングを開催し、行
事や遊びの指導において性別
による固定意識を植え付けず
に指導した事例を取り上げ、
指導方法について定期的に確
認をする。
【目標値】
職員ミーティング年２回実施

発表会・節分等の行事にお
ける配役、作品制作におけ
る色選び等を子どもたちの
意思を尊重して決定した。
これらの行事に、「ご家族
お揃いで」と案内するよう徹
底している。
また、日常の遊びの中で
も、戦いごっこやままごとを
男女一緒に楽しんでいる。
【目標値結果及び評価理
由】
全保育所において、年２回
ミーティングを実施した。

Ａ A

2

小中学校の指
導計画及び事
例の点検と改善

男女平等教育
の実践活動への
支援

学校教育課

学校訪問を通して実践例など
を紹介しながら、現状と取組に
ついて指導・助言を行う。
【工夫すること】
学習と関連させながら、男女平
等の視点で指導している
【目標値】
33ヵ校全ての小中学校で指
導･助言をする。

学校訪問の折りに、人
権・同和教育や道徳、保
健体育の学習と関連づけ
ながら指導・助言を行っ
た。
【目標値結果】
33校
【評価理由】
市内全校において指導助
言を行った。

Ａ

全校に行うのが
前提であれば、
あえて目標値と
してあげなくて
いいと思いま
す。 A

H21年度の審議会における意見・評価
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課題２　男女共同参画意識を高める様々な学習機会の提供

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

3

男女共同参画
意識の普及

男女共同参画
に関係するセミ
ナー受講者への
男女共同参画
意識の普及

生涯学習課
（公民館含）

施策№４１、４３、４４の事業に
より普及する。

Ａ A

4

学習参加者の
市民活動への
参画の支援

市民活動団体
に関する情報の
提供

地域経営課

セミナー等の受講者が市民活
動につなげていけるよう情報の
提供等の支援をするとともに、
セミナー受講後、アンケートを
実施し市民活動へ参画してい
るかを調査する。
【工夫すること】
受講者の市民活動に対するや
る気を引き出したり、参画を促
したりするよう心がける。

7～10月に開催した地域の
人材育成講座『地域づくり
応援塾』（全4回）の会場
に、市が主催するまちづくり
関連の事業や、受講者同
士の活動への相互理解を
深めるための「市民活動情
報コーナー」を会場に設置
するとともに、毎回講座終
了時に活動のＰＲを行って
もらった。
参加者延べ82人（男44人、
女38人）
なお、アンケート結果、受
講者の1、2名を除き市民活
動に参画していた。
【評価理由】
互いの活動に対して積極
的に情報交換しており、そ
れぞれがこれからの活動に
意欲的であった。

来年度実施する
他の講座やセミ
ナーの受講者に
対して、同様の情
報提供やアンケー
トを実施していくと
ともに、市民活動
支援センターと連
携を図りながら市
民活動に対して参
画の呼びかけを
行っていく。

A

H21年度の審議会における意見・評価

A
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4

学習参加者の
市民活動への
参画の支援

市民活動団体
に関する情報の
提供

市民窓口課

セミナー等の受講者が市民活
動につなげていけるよう情報の
提供等の支援をするとともに、
セミナー受講後、アンケートを
実施し市民活動へ参画してい
るかを調査する。

女性のためのステップアッ
プ講座において、市民活動
団体の一覧表を紹介した。
ひとひとフォーラムのパンフ
レット等で市民団体の紹介
を行った。
また、女性のためのステッ
プアップ講座の事後アン
ケート(3ヵ月後）を実施し、
市民活動の参画を確認し
た。
実施時期：１月
回収率：56％（25人中14
人）
受講後の市民活動への参
画：1人
【評価理由】
計画どおり行った。また、講
座受講に、市民活動に参
画した受講者を確認でき
た。
【資料１】

Ａ

A
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課題３　メディアにおける男女共同参画の推進

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

5

メディアを読み
解き発信する能
力の育成

「メディアリテラ
シー講座」の実
施

市民窓口課

女性のためのステップアップ講
座に組み込み実施する。
日程：9月25日
講師：新潟日報社与口幸子氏
【工夫すること】
より多くの方に来ていただくよう
に、単独ではなく、ステップアッ
プ講座に組み込んだ。
【目標値】
「気づき」のあった人の割合が
参加者の80％以上

実施内容は計画どおり
参加者17名
女性のためのステップアッ
プ講座の中の1講座。全体
では25名の申し込みがあっ
たが、この回の講座の参加
者は17名であった。
【目標値結果】
８８％
【評価理由】
目標値を達成したため。

Ａ A

市の作成する広
報誌・出版物等
における性差別
につながらない
表現の推進

政策推進課

今年度から委託業務となり,広
報掲載記事の校正を広報係と
業者で行うことになった。その
ため、原稿作成時に適切な表
現を使用するためのマニュア
ルを今年度中に作成し、差別
につながらない表現の推進を
図る。

先進地の状況を参考に当
市の実情が反映できるよう
精査。編集等関係業者に
内容の実証を依頼中。
【評価理由】
作成したが、まだ検証中の
ためＢ評価とした。

Ｂ B

男女共同参画
の視点に立った
広報紙、出版物
等の確認

市民窓口課

広報紙や出版物等について、
男女の人権を尊重した適切な
表現であるか確認し、必要に
応じ指導助言する。

広報紙等で不適切な表現
のものはなかった。
【評価理由】
不適切な表現がなかったた
め。 Ａ A

6

市の作成する広
報誌・出版物等
における性差別
につながらない
表現の推進

H21年度の審議会における意見・評価
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